
国語３ 複数の資料を読み、分かったことや考えたことをまとめる（言葉の変化）
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出題の趣旨

文章全体の構成を捉えて要旨を把握し、目的に応じて、文章と図表を結び付けるなどして

必要な情報を見付けることができるかどうかをみる。

文章全体の構成を捉えて要旨を把握し、目的に応じて、文章の中から必要な情報を見付ける

ためには、読む目的を明確にすることが大切である。また、文章の中から必要な情報を取捨選択

したり、整理したり、再構成したりすることも重要である。その際、文章中に用いられている

図表などが、文章のどの部分と結び付くのかを明らかにすることや、複数の資料を結び付け

ながら読むことが求められる。このようにして、文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら

考えたり理解したりすることは、自分の考えを形成することにもつながっていく。

本問では、言葉の変化について学ぶために、みんなで共通の資料を読み、一人一人が疑問や

興味をもったことについて調べ、分かったことや考えたことをまとめる場面を設定した。木村

さんは、言葉が年月とともにどのような変化をするのか調べたいと思い、複数の資料を読んだり、

友達と話し合ったりしながら、自分が納得したことについてまとめている。ここでは、木村さんの

立場を通して、文章全体の構成を捉えて要旨を把握するとともに、目的に応じて、必要な情報を

取捨選択したり、整理したり、再構成したりし、分かったことなどをまとめることが求められる。

また、【木村さんの経験】を基に、世代による言葉の違いに気付くことも求められる。

なお、過去の調査結果で見られた課題と関連する設問は、以下のとおりである。

○ 設問三(1)及び設問三(2)は、令和５年度【小学校】国語２二（正答率67.6％）において、

「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること」に課題

が見られたことを踏まえて出題した。

また、本調査で初めて取り上げる内容に関する設問は、以下のとおりである。

○ 設問一では、第５学年及び第６学年の〔知識及び技能〕の⑶我が国の言語文化に関する事項の

「言葉の由来や変化」に関する指導事項を取り上げている。この指導事項を本調査で取り上げる

ことは初めてである。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

ア 説明や解説などの文章を比較するなどして読み、分かったことや考えたことを、話し

合ったり文章にまとめたりする活動。
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設問一

趣旨

時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くことができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑶ 我が国の言語文化に関する事項

ウ 語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経過による言葉の変化や世代による

言葉の違いに気付き、共通語と方言との違いを理解すること。また、仮名及び漢字の

由来、特質などについて理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 一 １ １ と解答しているもの 9.4

２ ２ と解答しているもの 6.2

３ ３ と解答しているもの 81.3 ◎

４ ４ と解答しているもの 1.6

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 1.3

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は81.3％であった。今回の結果から、時間の経過による言葉の変化や

世代による言葉の違いに気付くことはできていると考えられる。

○ 解答類型１と解答類型２は、木村さんが、世代によってものの呼び方が違うことに気付

いたと捉えることができなかったと考えられる。これらの中には、「時代」と「世代」の

言葉の意味を理解することができなかった児童や、「かわや」、「便所」、「トイレ」という

ように、ものの呼び方が変化しているということを捉えることができなかった児童がいた

と考えられる。

３．学習指導に当たって

世代による言葉の違いに気付く

○ 年配者と、年少者や若者には、それぞれの世代に特有の言葉遣いがある。それらの存在に

気付き、世代間の親近感やつながりを強めるという役割を意識させた上で、例えば、若者の

言葉が、使える場合と使うべきではない場合とがあることや、世代によってものの呼び方が

違い、コミュニケーションに食い違いが起きる場合があることを理解しておくことが大切で

ある。

本設問では、世代による言葉の違いがあることを理解した上で、「かわや」、「便所」、

「トイレ」というように、世代によってものの呼び方が違うことに気付くことが求められる。

学習指導に当たっては、世代によって呼び方が違うものを集める活動をしたり（「寝巻き」

「パジャマ」、「えもんかけ」「ハンガー」など）、異なる世代にインタビューをする活動を

したりしながら、それぞれの世代に特有の言葉遣いがあることを考えられるように指導する

と効果的である。
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設問二(1)

趣旨

時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることができるかどうか

をみる。

■学習指導要領における内容

〔第１学年及び第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと

ア 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 二 １ 「あたらし」と解答しているもの 81.8 ◎

(1) 99 上記以外の解答 15.4

０ 無解答 2.8

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は81.8％であった。今回の結果から、時間的な順序や事柄の順序などを

考えながら、内容の大体を捉えることはできていると考えられる。

３．学習指導に当たって

時間的な順序などを考えながら、内容の大体を捉える

○ 時間的な順序とは、時間の経過に基づいた順序のことである。内容の大体を捉えるためには、

時間的な順序などを考えながら読むことが重要である。

本設問では、【資料２】を読み、「あたらしい」という言葉の形が時代とともにどのように

変化したのかについて、時間的な順序を考えながら読むことが求められる。

学習指導に当たっては、時間的な順序を表す言葉（「昔」、「今」、「次」など）、時を表す

言葉（「奈良時代」、「平安時代」など）に着目し、その言葉に印を付けながら読んだり、

大事な言葉を抜き出し、矢印でつないだりするように指導することが考えられる。
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設問二(2)

趣旨

事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を

把握することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと

ア 事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を

把握すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 二 １ １ と解答しているもの 51.5 ◎

(2) ２ ２ と解答しているもの 14.5

３ ３ と解答しているもの 26.5

４ ４ と解答しているもの 4.7

99 上記以外の解答 0.5

０ 無解答 2.4

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は51.5％であった。今回の結果から、事実と感想、意見などとの関係を叙述

を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することに課題があると考えられる。

○ 解答類型２は、【資料３】を読み、「とても」という言葉の変化について、「時代とともに

ものの使い方が変わる」と捉えており、「時代とともに言葉の意味が変わる」ということを

捉えることができなかったと考えられる。この中には、時代とともに変わることは理解する

ことができたが、それが言葉の意味であるということを捉えることができなかった児童が

いたと考えられる。

○ 解答類型３は、【資料３】を読み、「とても」という言葉の変化について、「世代による

ものの呼び方のちがい」と捉えており、「時代とともに言葉の意味が変わる」ということ

を捉えることができなかったと考えられる。この中には、【資料３】の内容の中心となる

事柄を捉えることができなかった児童がいたと考えられる。また、【資料３】を読まずに、

【木村さんの経験】を基にして考えた児童もいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

文章全体の構成を捉えて要旨を把握する

○ 要旨とは、書き手が文章で取り上げている内容の中心となる事柄や、書き手の考えの中心

となる事柄などである。要旨を把握するためには、文章の各部分だけを取り上げるのでは

なく、文章全体の構成を捉えることが重要である。

本設問では、【資料３】から、「とても」という言葉が、室町時代は「どうせ」、大正時代

より前は「どうしても、とうてい」、今は「非常に」というように、言葉の意味や使われ方

が変わってきていることを読み、「時代とともに言葉の意味が変わる」という要旨を捉える

ことが求められる。
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学習指導に当たっては、【木村さんのメモ】のように、書き手がどのような事実を理由や

事例として挙げているかを書き出し、書き手の考えを自分の言葉で短くまとめるなどして、

内容の中心となる事柄などを捉えることができるよう指導することが必要である。その際、

文章の各部分だけを取り上げるのではなく、全体を通してどのように構成されているのかを

正確に捉えることができるように指導することが重要である。

また、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することの必要性を感じられるように、活動の

目的や価値を明確にしておくことが大切である。例えば、対話の中で、友達と考えを伝え合った

り、自分の経験や知識を結び付けて考えたりしながら、文章を読む活動の目的を明確にできる

ようにすると効果的である。

また、第５学年及び第６学年の〔知識及び技能〕の⑴カの「話や文章の構成や展開」と関連

付けて指導することも有効である。

具体的な授業の例として、読む目的を明確にし、目的に応じて必要な情報を見付ける指導

事例を、「授業アイディア例」の学習の見通しをもつ場面と必要な情報を集める場面に示す。

設問三(1)

趣旨

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと

ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の

進め方について考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 三 １ １ と解答しているもの 5.2

(1) ２ ２ と解答しているもの 33.8

３ ３ と解答しているもの 41.0 ◎

４ ４ と解答しているもの 16.4

99 上記以外の解答 0.2

０ 無解答 3.4

２．分析結果と課題

○ 令和５年度【小学校】国語２二（正答率67.6％）において、「目的に応じて、文章と図表

などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること」に課題があると指摘している。

これに関連して、本設問では、【話し合いの様子】の田中さんの発言の空欄に当てはまるもの

を選択する問題を取り上げた。本設問の正答率は41.0％であった。今回の結果から、目的に

応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに引き続き課題が

あると考えられる。

○ 解答類型２は、田中さんが、【資料４】に書かれていることと【資料１】に「『本来の意味』

『本来とは違う使い方』といった言い方にとどめています。」と書かれていることを結び付け
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ていると捉えており、【資料４】に書かれていることと【資料１】に「コミュニケーションの

食い違いを放置しておくわけにもいきません。」と書かれていることを結び付けていると捉える

ことができなかったと考えられる。この中には、「人によって言葉の意味のとらえ方がちがう」

ことを「本来の意味」「本来とは違う使い方」であると考え、複数の資料を結び付けようと

したが、必要な情報を整理できなかった児童がいたと考えられる。

○ 解答類型４は、田中さんが、【資料４】に書かれていることと【資料１】に「『言葉は生きて

いる』とも言われます。」と書かれていることを結び付けていると捉えており、【資料４】に

書かれていることと【資料１】に「コミュニケーションの食い違いを放置しておくわけにも

いきません。」と書かれていることを結び付けていると捉えることができなかったと考えられる。

この中には、「人によって言葉の意味のとらえ方がちがう」ことを「言葉の変化」と捉えて、

「言葉は生きている」ことと関係があると考え、資料の内容の大体は捉えていたが、【話し

合いの様子】の流れを捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける

○ 「必要な情報を見付ける」とは、文章の中から、目的に応じて必要な情報を取捨選択したり、

整理したり、再構成したりすることである。実生活において、児童は、図表を含む様々な

情報に触れている。その中から、必要な情報を見付けるためには、文章と図表などの情報を

合わせて読んだり、複数の資料を関連付けて読んだりすることが大切である。

本設問では、田中さんが【資料４】から、例えば、16～19歳の50.4％が「雨模様」を「雨が

降りそうな様子」と捉えていることに対し、50代の61.2％が「雨模様」を「小雨が降ったり

やんだりしている様子」と捉えていることを読み、【資料１】に「コミュニケーションの

食い違いを放置しておくわけにもいきません。」と書かれていることと結び付けて捉える

ことが求められる。

学習指導に当たっては、文章中に用いられている図表などが文章のどの部分と結び付くの

かを明らかにしたり、文章と図表などの関係を捉えて読んだりすることで、内容について

より深く理解したり解釈したりすることができるよう指導することが大切である。その際、

図表からも必要な情報を見付けたり、見付けた情報を言葉に表したりすることが求められる。

具体的な授業の例として、目的に応じて必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成

したりする指導事例を、「授業アイディア例」の必要な情報を集める場面と情報を関連付けて

読む場面に示す。

学習指導に当たっては、以下の資料も参考になる。

（参照）

「令和３年度【小学校】授業アイディア例」pp.７-８

https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/data/21p.pdf#page=8
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設問三(2)

趣旨

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 C 読むこと

ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の

進め方について考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 三 （正答の条件）

(2) 次の条件を満たして解答している。

① 言葉の変化について納得したことを【資料１】から言葉や文を取り

上げて書いている。

② 納得した理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】の中から選び、

以下のように言葉や文を取り上げて書いている。

ａ 【資料２】、【資料３】のいずれかから言葉や文を取り上げて理由を

書いている。

ｂ 【資料４】から言葉や文を取り上げて理由を書いている。

ｃ 【資料２】、【資料３】、【資料４】のうち複数の資料から言葉や文を

取り上げて理由を書いている。

（正答例）

・ 言葉は年月とともに変化するということになっとくしました。なぜ

なら、「新しい」という言葉が、奈良時代には「あらたし」と言われて

いたように、時代とともに言葉の形が変わることがあるからです。

（解答類型１）

・ 言葉の正ごを軽がるしく決めることはできないということになっとく

しました。１００年ほど前の作家は「とても安い」「とても寒い」という

言い方は新しいと書いていたそうです。時代とともに言葉の意味が変化

するのなら、「正しい」「あやまり」といった判断はできないはずです。

（解答類型１）

・ 「どんな言葉を使ってもいい、というわけではない」という部分を

読んで、そのとおりだと思いました。なぜなら、世代によって「雨も様」

の意味のとらえ方にちがいがあるからです。コミュニケーションの

食いちがいが起こるとこまると思います。（解答類型２）

・ 「言葉は生きている」ということになっとくしました。理由は、

言葉は時代によって同じ言葉でも意味や言い方が変わるからです。

また、同じ時代であっても、人によって意味のとらえ方がちがうこと

があるからです。言葉はつねに変化していることが分かります。

（解答類型３）
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１ 条件①、②を満たしているもののうち、条件②については、aを書いて 36.3 ◎

いるもの

２ 条件①、②を満たしているもののうち、条件②については、bを書いて 10.1 ◎

いるもの

３ 条件①、②を満たしているもののうち、条件②については、cを書いて 10.1 ◎

いるもの

４ 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもの 9.9

５ 条件②は満たしているが、条件①は満たしていないもの 10.3

99 上記以外の解答 7.2

０ 無解答 16.1

２．分析結果と課題

○ 令和５年度【小学校】国語２二（正答率67.6％）において、「目的に応じて、文章と図表

などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること」に課題があると指摘している。これに

関連して、本設問では、言葉の変化について自分が納得したこととその理由をまとめて記述

する問題を取り上げた。本設問の正答率は、解答類型１、２、３の合計の、56.5％であった。

今回の結果から、目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける

ことに引き続き課題があると考えられる。

○ 解答類型１の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 「言葉は年月とともに変化していくもの」という部分になっとくしました。なぜ

かというと、「あたらしい」という言葉を昔は「あらたし」と言っていて、言葉が

変化したことが分かったからです。

・ 「『この使い方だけが正しい』と決めつけるのは短らく的ともいえる」という

文になっとくしました。わたしは正しい使い方を自分の中で決めつけていましたが、

資料３のように、大正時代よりも前、「とても」という言葉は、今とちがって「どう

しても、とうてい」という意味で使われていたこともあるので、決めつけるのは

短らく的だと思ったからです。

このように解答した児童は、納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げ、

納得した理由を【資料２】、【資料３】のいずれかから言葉や文を取り上げて書いている。

この中には、時代とともに言葉が変化することなどに着目して、【資料１】を読んで納得

したことの理由となる情報を【資料２】、【資料３】のいずれかから見付けることができた児童

がいたと考えられる。

○ 解答類型２の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 資料１の「言葉は生きている」という部分になっとくしました。資料４から、

世代がちがうと言葉のとらえ方もちがうことが分かったからです。

・ わたしは、「コミュニケーションの食いちがいを放置しておくわけにもいかない」

という文になっとくしました。人によって、言葉の意味やとらえ方がちがうと伝え

合う時にこまると思うので、言葉は大切なんだと思いました。
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このように解答した児童は、納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げ、

納得した理由を【資料４】から言葉や文を取り上げて書いている。この中には、世代によって

言葉の意味の捉え方に違いがあることなどに着目して、【資料１】を読んで納得したことの

理由となる情報を【資料４】から見付けることができた児童がいたと考えられる。

○ 解答類型３の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 「言葉の形や意味が、現代においては通用しなくなっていたり、使い方が変わって

いたりする場合は少なくありません。」という文になっとくしました。なぜなら、

「あたらしい」という言葉の形が変化していたり、「とても」という言葉の意味が

変化していたりしたからです。

・ 「言葉は生きている」という言葉になっとくしました。なぜなら、時代とともに、

言葉の形や意味が変わっていて、言葉が成長しているように感じたからです。また、

資料４では、世代によって言葉の意味のとらえ方がちがっていて、現代でも言葉が

成長し続けていると思ったからです。

このように解答した児童は、納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げ、納得

した理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】のうち複数の資料から言葉や文を取り上げて

書いている。この中には、時代とともに言葉が変化することなどに着目して、【資料１】を

読んで納得したことの理由となる情報を【資料２】と【資料３】の両方から見付けることが

できた児童がいたと考えられる。また、【資料２】や【資料３】と【資料４】から【資料１】

を読んで納得した理由を見付け、言葉の変化について、時代とともに変わることや世代に

よる意味の捉え方の違いの両方の側面から考えたことをまとめることができた児童がいた

と考えられる。

○ 解答類型４の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 意味のちがう言葉を使うとご解を招くから、確かにコミュニケーションの食い

ちがいを放置してはいけないと思いました。

・ 「『この使い方だけが正しい』と決めつけるのは短らく的ともいえる」という部分

になっとくしました。なぜなら、言葉の正ごを軽がるしく決めることはできないと

考えるからです。

このように解答した児童は、納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げて書いて

いる。しかし、納得した理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】から言葉や文を取り上げて

書いていない。この中には、「【資料１】を読んで納得したことをまとめる」という目的を

意識したものの、【資料１】を読んで納得したことの理由となる情報を【資料２】、【資料３】、

【資料４】の中から見付けることができなかった児童がいたと考えられる。
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○ 解答類型５の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 資料２の「『ふんいき』ということばを『ふいんき』と言う人が多くなりました。」

という文になっとくしました。

・ 雨も様の意味のとらえ方が人によってちがうことが分かりました。本来の意味は

「雨がふりそうな様子」だけど、わたしは「小雨がふったりやんだりしている様子」

だと思っていました。

このように解答した児童は、【資料２】、【資料３】、【資料４】から言葉や文を取り上げて

書いている。しかし、納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げて書いていない。

この中には、「【資料１】を読んで納得したことをまとめる」という目的を意識せず、【資料２】、

【資料３】、【資料４】の情報のみを取り上げた児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける

○ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けるためには、

文章の要旨を捉えた上で、図表などが文章のどの部分と結び付くのかを明らかにしながら、

必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成したりすることが重要である。必要な

情報は、目的に応じて変わるため、読む目的を明確にすることが大切である。

本設問では、【資料１】と【資料２】、【資料３】、【資料４】を関連付けて読み、言葉の変化

について納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げ、納得した理由を【資料２】、

【資料３】、【資料４】の中から言葉や文を取り上げて書くことが求められる。

学習指導に当たっては、複数の資料を結び付けて読む学習活動を設定し、それぞれの資料

がどのような関係にあるのかを考えながら読むことが重要である。その際、それぞれの資料

にある、語句や情報を丸や四角で囲んだり、線などでつないだりするなどして、どの部分と

結び付くのか視覚的に明らかにしながら読む指導を行うことが効果的である。

具体的な授業の例として、複数の資料を結び付けたり、文章と図表などを結び付けたり

しながら必要な情報を明確にして読む指導事例を、「授業アイディア例」の情報を関連付けて

読む場面に示す。
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本問全体の学習指導に当たって

授業アイディア例

「言葉の変化について調べ、分かったことをもとに自分の考えをまとめよう」 

～目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける～ 
〈実施対象学年〉
第５・６学年 

 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに課題が見られ

ました。そこで、本授業アイディア例では、令和７年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語３

の学習の流れに沿って、課題に応じた三つの場面（学習の見通しをもつ場面、必要な情報を集める

場面、情報を関連付けて読む場面）を取り上げて、指導事例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◇ 森さんの学級では、言葉の変化について学ぶために、みんなで【資料１】を読んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 田中さんや木村さんのように、疑問や興味を明確にもち、必要な情報を集めようとしている児童

がいる一方で、森さんのように、文章を漠然と読み、疑問や興味をもてない児童がいることも予想

されます。この授業アイディア例では、森さんの思考に沿って、指導のポイントを取り上げます。 

学習の流れ 主な学習活動 指導上の留意点 

そういえば、ひいおばあちゃんが「かわやはどこ。」

と聞いたことがあったなあ。ぼくが「かわやって

何。」とたずねたら、お父さんは「便所のことだよ。」

と教えてくれたなあ。ぼくはトイレって言うんだけど

な。だから、【資料１】の「言葉は年月とともに変化

していくもの」をもっと詳しく調べたいと思ったよ。

★Ｂ 

田中さん 

木村さん 

森さん 

言
葉
は
、
年
月
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
か
つ
て
規
範
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
言
葉
の
形
や
意
味
が
、
現
代
に
お
い
て
は
通
用
し
な
く
な
っ

て
い
た
り
、
使
い
方
が
変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
意
味
や
使
い
方
に
揺
れ
が
生
じ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
、
「
こ
の

使
い
方
だ
け
が
正
し
い
」
と
決
め
つ
け
る
の
は
短
絡
的
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
本
を
読
む
と
お
気
づ
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
文
化
庁
国
語
課
で
は
、
言

葉
の
意
味
に
つ
い
て
「
正
し
い
」
「
誤
り
」
と
い
っ
た
判
断
を
せ
ず
、
代
わ
り
に
、

「
本
来
の
意
味
」
「
本
来
と
は
違
う
使
い
方
」
と
い
っ
た
言
い
方
に
と
ど
め
て

い
ま
す
。
言
葉
の
正
誤
を
軽
々
し
く
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら

で
す
。 

と
は
い
え
、
ど
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
も
い
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
食
い
違
い
を
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。 

「
言
葉
は
生
き
て
い
る
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
広
が
り
や
深
さ
に
も
、

触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
複
数
の
資
料
を
読
む 

★Ｂ 

【
資
料
１
】 

★Ａ ★Ｃ 

「コミュニケーションの食い違いを放置しておく

わけにもいきません。」という文が、理解しづらかっ

たんだ。きっと、言葉の変化のせいで、コミュニ

ケーションがとれなくなっているという意味だと思う

けれど、具体的にどんな言葉で食い違いが起きる

のか知りたいな。★Ａ 

① 「言葉の変化について自分の考えを
まとめる」という学習の見通しをもつ。 

② 学級全体で言葉の変化について書か
れた【資料１】を読む。 

③ 【資料１】を読み、自分が疑問や興味を
もったことについての情報を集め、要旨を
捉える。 

④ 文章と図表などを結び付けるなどして、
必要な情報を明確にして読む。 

⑤ 調べて分かったことを基に自分の考え
をまとめる。 

■  言葉の変化について、聞いたり考えたり
した経験を出し合う。 

■  文章全体を通して、何がどのように書か
れているかを捉えさせるようにする。 

■  一人一人の疑問や興味を把握し、必要
な情報を集めるための方法を提示する。 

 
■  言葉の変化について自分の考えをまと

めるために、【資料１】と複数の資料を関連
付けて、必要な情報を見付けることができる
ようにする。 

うーん。ぼくは「言葉は生きている」という文が気に
なったよ。★Ｃ 
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本問全体の学習指導に当たって

授業アイディア例

「言葉の変化について調べ、分かったことをもとに自分の考えをまとめよう」 

～目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける～ 
〈実施対象学年〉
第５・６学年 

 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに課題が見られ

ました。そこで、本授業アイディア例では、令和７年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語３

の学習の流れに沿って、課題に応じた三つの場面（学習の見通しをもつ場面、必要な情報を集める

場面、情報を関連付けて読む場面）を取り上げて、指導事例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◇ 森さんの学級では、言葉の変化について学ぶために、みんなで【資料１】を読んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 田中さんや木村さんのように、疑問や興味を明確にもち、必要な情報を集めようとしている児童

がいる一方で、森さんのように、文章を漠然と読み、疑問や興味をもてない児童がいることも予想

されます。この授業アイディア例では、森さんの思考に沿って、指導のポイントを取り上げます。 

学習の流れ 主な学習活動 指導上の留意点 

そういえば、ひいおばあちゃんが「かわやはどこ。」

と聞いたことがあったなあ。ぼくが「かわやって

何。」とたずねたら、お父さんは「便所のことだよ。」

と教えてくれたなあ。ぼくはトイレって言うんだけど

な。だから、【資料１】の「言葉は年月とともに変化

していくもの」をもっと詳しく調べたいと思ったよ。
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★Ｂ 

【
資
料
１
】 

★Ａ ★Ｃ 

「コミュニケーションの食い違いを放置しておく

わけにもいきません。」という文が、理解しづらかっ

たんだ。きっと、言葉の変化のせいで、コミュニ

ケーションがとれなくなっているという意味だと思う

けれど、具体的にどんな言葉で食い違いが起きる

のか知りたいな。★Ａ 

① 「言葉の変化について自分の考えを
まとめる」という学習の見通しをもつ。 

② 学級全体で言葉の変化について書か
れた【資料１】を読む。 

③ 【資料１】を読み、自分が疑問や興味を
もったことについての情報を集め、要旨を
捉える。 

④ 文章と図表などを結び付けるなどして、
必要な情報を明確にして読む。 

⑤ 調べて分かったことを基に自分の考え
をまとめる。 

■  言葉の変化について、聞いたり考えたり
した経験を出し合う。 

■  文章全体を通して、何がどのように書か
れているかを捉えさせるようにする。 

■  一人一人の疑問や興味を把握し、必要
な情報を集めるための方法を提示する。 

 
■  言葉の変化について自分の考えをまと

めるために、【資料１】と複数の資料を関連
付けて、必要な情報を見付けることができる
ようにする。 

うーん。ぼくは「言葉は生きている」という文が気に
なったよ。★Ｃ 

学習の見通しをもつ場面 【資料 1】を読んで、一人一人が疑問や興味をもつ 

◇ 森さんたちは、【資料１】を読んだ感想や内容について、友達と交流しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

○ 本授業アイディア例では、【資料１】を読んで疑問や興味をもったことについて調べ、分

かったことを基に考えをまとめるという流れで学習を進めます。その際、まずは共通資料で

ある【資料１】の内容を捉え、そこから一人一人が疑問や興味をもてるようにすることが重要

です。対話の中で友達と考えを伝え合ったり、自分の経験や知識を結び付けて考えたりする

ことで、一人一人が疑問や興味をもち、目的意識をもって学習に取り組む姿が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本授業アイディア例では、○ 本授業アイディア例では、

ポイント 

森さんは、もっと知りたいことやなんでだろうと疑問に思うこと
はなかったのかな。 

考
え
や
感
想
を 

共
有
す
る

森さん 

森さんは、言葉について似たような経験をしたことがあるかな。 自
分
の
経
験
と 

結
び
付
け
る

確かに【資料１】を読むと、言葉は変化していることが分かりますね。
この資料を書いた筆者は、どのような考えをもっているのでしょう。 

古典の学習で「をかし」って言葉の意味が今とは違う意味だって
ことを知って、言葉は変わっていくんだなと思ったよ。 

 

要
旨
を
捉
え
る 

確かに。説明しようとしたら、難しいかもしれない。ぼくは「言葉が
生きているとはどういうことなのだろう」ということについて調べて
みようかな。 

言葉は生きているとは、例えば、どういうことだろう。 

「言葉は生きている」と言われるから、広がりや深さに触れていく
ことが大切だということかな。 

キ
ー
ワ
ー
ド
に 

着
目
す
る 

木村さん 

田中さん

教師 

なかったよ。そうなんだあと思ったよ。 

【資料１】を読んで、一人一人が疑問や興味をもてることが大切ですね。次は、
その疑問や興味を明らかにするために、ほかの資料を探していきましょう。 

 

○ 自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く 

⇒「もっとくわしく知りたい」「これは今までとどう違うんだろう」 
 

○○ 自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く自分の経験や知識と結び付ける。共通点・相違点に気付く

読む目的を明確にする⇒一人一人が疑問や興味をもてるようにするための手立ての例 

⇒⇒⇒ ももっっっととととくわわわわししくくくく知知知知知知りりりりたたたたいいい」」」 こここれれれれはははは今今今今今ままままでででででとととどどどううう違違違違違違違うううんんんんんんんだだだだろろううう」」」もももももっっっとととととくわわわしししくくくくく知知知知知りりりりりたたたたたたいいい」」」」 ここここれれれはははははははは今今今今今まままままままでででででととととどどどううううう違違違違違違違違違違うううんんんんんんんんんんだだだだだろろろろろううう」」」」
○ キーワード（重要な言葉や文）に着目する。曖昧な言葉をはっきりさせる 

⇒「なぜこの言葉が使われているのだろう」「どういう意味なんだろう」 
 

ななな 言言言言言葉葉葉葉 使使使使使使使使使使わわわれれれ るるる ろろろううう」」」」 ううう ううう意意意意味味味なななな ろろろううう」」

○ 要旨を捉える。筆者の考えとのずれに気付く 

⇒「筆者はどのような考えをもっているのだろう」「重要なことはなんだろう」 
 

                                筆筆筆者者者者者者 うううなな考考考考考えええ ももも るる ろろろううう」」 重重重重要要要要要要ななな ななな ろろううう」

○ 考えや感想を共有する。異なる考え方や感じ方に触れる 
⇒他者の考えや感想に触れることで、新たな問いが生まれる可能性 
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情報を関連付けて読む場面 
複数の資料を結び付けたり、文章と図表などを結び付けたり
しながら必要な情報を明確にして読む 

◇ 森さんは、見付けた【資料５】から分かったことを【森さんのメモ①】に整理しました。

【資料５】と【資料１】を関連付けて分かったことをまとめるため、友達と話し合っています。 

            

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師 

森さん 

 

春田さん 

 

そうか。新しい意味が多くの人たちに親しまれているように、言葉は変わり
ながらも、いろんな世代に受け入れられていることが、「言葉は生きている」
につながっているんだ。 

森さんは、なぜ【資料５】を選んだのかな。 

【資料５】は、「『推し』を使うことがあるか」という資料なんだけど、およそ
５０％の人が新しい意味で使っていると分かったから、「言葉は生きている」と
関連した資料だと思ってこの資料を選んだんだよ。 

丸や四角で囲んだり、線でつないだりしながら、【資料１】の文章と見付けたグラフ
や図表などの資料を関連付けて読むことで、必要な情報を整理することができまし
たね。それでは、言葉の変化について調べて、分かったことを交流しましょう。 

「年齢別の結果」のグラフも【資料１】の文章と結び付けて読むことが
できるんじゃないかな。 
 

確かにそうだね。「推し」を使っている人は若い人が多いけど、６０代、
７０代の人も使っているね。このことから、どの世代にも使われている言葉
だということが言えそうだね。 

【森さんのメモ①】 

【森さんと春田さんの共有ノート】 

＊ICT 端末の効果的な活用＊ 

資料から読み取った内容を伝え合う場面

では、ICT 端末の活用が効果的である。それ

ぞれがまとめたメモを一つの画面で共有

することで、協働的に必要な情報かどうか

を確かめたり、それぞれのメモを結び付け

たりしやすくなる。また、メモの比較を通して、

共通することや異なることなど、新たな

気付きが生まれやすくなる。 

田中さん 

 

【
資
料
１
】 
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情報を関連付けて読む場面 
複数の資料を結び付けたり、文章と図表などを結び付けたり
しながら必要な情報を明確にして読む 

◇ 森さんは、見付けた【資料５】から分かったことを【森さんのメモ①】に整理しました。

【資料５】と【資料１】を関連付けて分かったことをまとめるため、友達と話し合っています。 

            

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師 

森さん 

 

春田さん 

 

そうか。新しい意味が多くの人たちに親しまれているように、言葉は変わり
ながらも、いろんな世代に受け入れられていることが、「言葉は生きている」
につながっているんだ。 

森さんは、なぜ【資料５】を選んだのかな。 

【資料５】は、「『推し』を使うことがあるか」という資料なんだけど、およそ
５０％の人が新しい意味で使っていると分かったから、「言葉は生きている」と
関連した資料だと思ってこの資料を選んだんだよ。 

丸や四角で囲んだり、線でつないだりしながら、【資料１】の文章と見付けたグラフ
や図表などの資料を関連付けて読むことで、必要な情報を整理することができまし
たね。それでは、言葉の変化について調べて、分かったことを交流しましょう。 

「年齢別の結果」のグラフも【資料１】の文章と結び付けて読むことが
できるんじゃないかな。 
 

確かにそうだね。「推し」を使っている人は若い人が多いけど、６０代、
７０代の人も使っているね。このことから、どの世代にも使われている言葉
だということが言えそうだね。 

【森さんのメモ①】 

【森さんと春田さんの共有ノート】 

＊ICT 端末の効果的な活用＊ 

資料から読み取った内容を伝え合う場面

では、ICT 端末の活用が効果的である。それ

ぞれがまとめたメモを一つの画面で共有

することで、協働的に必要な情報かどうか

を確かめたり、それぞれのメモを結び付け

たりしやすくなる。また、メモの比較を通して、

共通することや異なることなど、新たな

気付きが生まれやすくなる。 

田中さん 

 

【
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○ 複数の資料を結び付けて読むためには、資料が文章の場合でも、図表やグラフと同じように

丸や四角で囲んだり、線などでつないだりするなどして、どの部分と結び付くのかを明らかに

しながら読むことが大切です。その際、他者との対話を通して、児童自身が読む目的に立ち返り、

必要な情報を再確認して資料を読み直すことが必要です。 

○ 本授業アイディア例で示したように、友達との対話を中心とした協働的な学習場面を設定し、

その上で、教師が児童の発言を価値付けるような指導が重要です。また、低学年からの学びの

積み重ねを大事にし、系統性を意識した資質・能力の育成を心がけましょう。  

教師 

 

森さん 

 

春田さん 

 

○ 複数の資料を結び付けて読むためには、資料が文章の場合でも○ 複数の資料を結び付けて読むためには、資料が文章の場合でも

ポイント 

【森さんのメモ②】を見てみましょう。森さんは、【資料１】で疑問をもったことに
ついて、【資料５】を読みました。【資料５】に具体的に書いてあることに気付き、
もう一度【資料１】を読み返したことで、自分の考えをまとめることができましたね。

また、森さんのように、考えをまとめた過程を自分の言葉で整理して説明する
ことも、とても大事なことですね。 

森さんと同じ「言葉は生きている」ということについて調べる中で、私は【資料２】を
見付けたよ。その資料には、「あらたし」が「あたらし」に変わったという例を出して、
時代とともに言葉の形が変わるということが書いてあったよ。 

ぼくの【資料５】には「新しい意味」、春田さんの【資料２】には「新しい形」と
書いてあり、それぞれに「新しい」という言葉が使われているよ。世代や時代に
よって、意味が加わったり、書き表す形が変わったりすることを「新しい」と表現
しているんだね。それを、ぼくたちは「言葉は生きている」と感じたんだね。 

ぼくは、【資料１】にある「言葉は生きている」
ということが気になりました。そこで、【資料５】を
読みました。【資料５】には、「推し」という言葉を
例に、新しい意味はどの世代の人たちにも親し
まれていることが書いてありました。このことから、
「言葉は生きている」とは、言葉は世代や時代に
よって新たな意味が加わって、多くの人に受け入れ
られてきたことだと考えました。

【森さんのメモ②】 

※複数の資料から必要な情報を見付ける際に、それぞれの資料がどのような関係にあるのか
明らかにすることが大切です。その際、児童に次のような視点をもたせることがよいでしょう。 

 

※複数の資料から必要な情報を見付ける際に それぞれの資料がどのような関係にある

情報を整理したり、再構成したりして読むための視点（例） 

○ 共通の関係           
⇒筆者の言いたいことは、それぞれ同じ

だね。 
○ 相違の関係 

⇒二つの資料を比べると、筆者の考えが
全くちがうよ。 

○ 順序の関係 
⇒年号に着目すると、Ａの資料がＢの資料

より先の出来事だね。 

○ 考えと理由や事例の関係 
⇒資料Ａのことが、資料Ｂに具体的に書いて

あったよ。 
○ 全体と中心の関係 
 ⇒資料Ａには、年表Ｂの出来事の中心的な

内容が書いてあるよ。 
○ 原因と結果の関係 

⇒資料Ａのようになったのは、資料Ｂに書いて
あったことが原因なんだ。 

二人とも違う資料ですが、【資料１】で関心をもったことは同じですね。二人が
選んだ資料も関連付けて読むこともできそうですね。 

「新しい」という共通の表現に着目し、二人が関心をもっていた「言葉は生きて
いる」という意味に気付くことができましたね。では、改めて言葉の変化について
自分が考えたことを、【資料５】に書かれていることと関連付けて、まとめてみま
しょう。 

【森さんのメモ②】
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※出典等 

本問の【資料１】は、文化庁国語課『文化庁国語課の勘違いしやすい日本語』（2015年 12月 

幻冬舎）による。【資料２】、【資料３】は、飯間浩明『日本語をつかまえろ！』（2019年 11月 

毎日新聞出版）による。【資料４】は、文化庁国語課「令和４年度『国語に関する世論調査』の

結果の概要」による。問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。 
授業アイディア例（pp.71-76）の【資料５】は、文化庁国語課「令和４年度『国語に関する

世論調査』の結果の概要」を参考にした。 
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